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学 位 論 文 内 容 の 要 旨 
 
我が国の高齢化率（65歳以上人口が全人口に占める割合）は、2015年で 26.7％に達

























































学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
現在、世界的規模で急速に高齢化社会になっており，中でも日本においては、2025




































源である「Rosenberg 波音源」と筆者が提案する「LPC 残差波音源」の 2 種類に
よって生成された音声の品質の比較を行った。その結果、すべての母音に対して
「LPC 残差波音源」の方が「Rosenberg 波音源」よりも肉声に近いことがわかっ
た． 
（4）スペクトル包絡のマッピングに基づく音質改善方法の検討 
電気式人工喉頭音声を LPC 分析して得られる包絡情報を用いて音質改善を図る
方法を提案し，その効果の検証を行う．具体的には、入力音声(改善したい音声)を
LPC 分析し，音源情報(残差信号)と声道情報(スペクトル包絡)に分離し、スペクト
ル包絡を入力音声の音響モデルによりクラスタリングし，最も似ている目的音声の
音響モデルのクラスに変換後，目的音声のスペクトル包絡を求め、最初に分離した
残差信号と LPC 合成することにより，補正された音声を作成する。その結果，物
理量であるケプストラム距離上での改善は見られた．聴感印象では，マッピングが
うまく行えている定量的な部分においては，改善がみられた。 
以上を要約すると，本論文は，高齢者音声の音響的特徴量に基づいた音質改善手法を
提案し，その有効性を明らかにした。また、電気式人工喉頭音声の性質に基づいた音質
改善手法を提案し、明瞭な音声へと変換する手法の有効性を明らかにした。 
 なお、本論文に関して審査委員ならびに公聴会出席者から、本論文の意義や音質改善
方法の具体的な処理方法、実際のシステムとしての実現性などについて種々の質問がな
されたが、いずれも適切な回答がなされた。 
 以上により，論文審査及び最終試験の結果に基づき審査委員会において慎重に審査し
た結果，本論文が，博士（工学）の学位に十分値するものであると判断した． 
